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１．GIGA 端末活用のポイント 
（１）本時の目標 
  栄養バランスを踏まえた献立を考えよう～食べる人や食べる時期などを意識して～ 
（２）活用アプリ 
  ロイロノートスクール 
（３）GIGA端末以外で利用した機器 
 
（４）アプリの活用場面と目的 
■ オンライン ▢ オフライン 
授業での活用場面（授業概要） 
①汁物を考える活動。旬なども意識させるため、この時期にスーパーに並んでいる主な食材の視覚
教材を用意した。汁物の案として，検索機能を活用する場面もあった。 

② ①で考えた汁物を取り入れ，一食分の献立を考えさせる活動。ここでも食べる時期や食品群の 
 バランスなどを意識させるため，参考となる視覚教材を提示した。また，食材カードにして 
 献立表にも活用できるようにした。また，個々で考えた献立をロイロノートのアプリを通じて 
 全体で共有する活動を行った。 

 
 

2．GIGA 端末活用の画面例（写真等） 
                             

←献立作成のワークシート 
                             ①汁物の献立案 
                             ②汁物を取り入れた献立案 
                             ③食品群のバランス確認表 
 
 ↓５月の主な食材と食品群例 
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３．効果と課題 
（１）GIGA端末（アプリ）を活用して効果的だった点 
一斉学習 ■ 教師による教材の提示 
個別学習 ■ 個に応じた学習 ■ 調査活動 ■ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ■ 協働での意見整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
食生活の学習においては，視覚教材を多く活用したことで，生徒達がスムーズに活動を進める手立

てになったり，献立作成の場面で生徒が思考を広げながら取り組む手立てになったりした。また，検
索機能を用いることで，様々な献立例に気付くきっかけにもなった。また，個人で考えた献立案の工
夫をロイロノートのアプリを通してグループや全体で共有することができ，発表の場面でより効果的
に活用することができた。 
（２）GIGA端末（アプリ)を活用して課題に感じた点 
一斉学習 ■ 教師による教材の提示 
個別学習 ■ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ▢ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ▢ 発表や話し合い ▢ 協働での意見整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
 献立作成の場面において，様々な視覚教材を同時に提供することが可能となったが，情報が多いこ
とで様々な視点で考えられる良さがあるが，情報を整理したりそこから選んで考えたりすることに時
間も要する。適切な情報量を吟味して，こちらも提供する必要がある。 

 


